猓鵝ョン 


本装置用に用意されている各種オプションの取り付け • 取り外しの手順や作業を行う際の注意事項につい 
て説明します。システムの拡張後にシステム BIOS の設定を変更する必要がある場合があります。この章で 
システム BIOS、SCSI BIOS (外付けの SCSI 機器用）、ディスクアレイ BIOS (内蔵ハードディスク用）のユー 
ティリティについて操作方法や注意事項を説明します。 


作業を始める前に(—142ページ） . 

取り付け/取り外しの準備(—144ページ） . 

取り付け/取り外しの手順(—145ページ） . 

システム BIOS コンフィグレーション（—171ページ) 


安全上の注意や取り扱いの際の注意事項について 
説明しています。作業を始める前に必ず読んでく 
ださい。 

オプションデバイスの取り付け（または取り外し） 
の準備ができるまでの手順について説明していま 
す。 

オプションデバイスの取り付け（または取り外し） 
の手順について説明しています。 

BIOS SETUP ユーティリティを使った本体の入 
出力に関するコンフイグレーシヨンについて説明 
しています。 


SCSI BIOS コンフィグレーション（—199ページ） . Adaptec SCSISete “ユーティリティを使った 

SCSI BIOS に関するコンフィグレーションにつ 
いて説明しています。 

ディスクアレイ BIOS コンフィグレーション(—206ページ） ....本体 標準装備のディスクアレイコントローラの 

BIOS オプションの説明しています。 

RAID コンフィグレーション （—208 ページ） . ディスクアレイの RAID を構築する上での注意事 

項を説明しています。詳細はオンラインドキュメ 
ントをご覧ください。 
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作業を始める前に 

本装置に取り付けられるオプションの取り付け方法および注意事項について記載しています。 


安全上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け/取り外しをするために次の注意事項を必ず守ってくだ 
さい 0 





(D0 

A A 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは 、 Mi 
ページ以降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• CD - ROM ドライブの内部をのぞかない 

• リチウム電池やニッカド電池、ニッケル水素電池を取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



△注意 


A0 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。 
詳しくは、 Mi ページ以降の説明をご覧ください。 

• 一人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 
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取り扱い上の注意 


装置を正しく動作させるために次の注意事項を守ってください。 

• ここで示すオプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この場合の 
装置および部品の破損または運用した結果の影響についてはその責任を負いかねますの 
でご了承ください。本装置について詳しく、専門的な知識を持った保守サービス会社の 
保守員に取り付け/取り外しを行わせるよラお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは NEC が指定する部品を使用してください。指定以外の部品 
を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障/破損についての修理は有料となりま 
す。 

• ここで説明していない部品の取り付けや交換、取り外しをしないでください。説明され 
ていない部品やデバイスの取り付け/取り外し/交換は保守員が行います。 


静電気対策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け/取り外しの際は静 
電気による製品の故障に十分注意してください。 

籲リストストラップ(アームバンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に筐体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 
また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するよラにしてください。 

• 作業場所の確認 

-静電気防止処理が施された床またはコンクリートの上で作業を行います。 

-カーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行ラ場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本装置を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着衣 

-ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

-静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

-取り付け前に貴金属(指輪や腕輪、時計など)を外してください。 

• 部品の取り扱い 

-取り付ける部品は本装置に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
-各部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

-部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取り付け/取り外しの準備 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しの準備をします。 

1. プラスドライバを用意する。 

2. 〇 S のシャットダウン処理を行う。 

3. フロントべゼルのロックを解除する。 



4. フロントべゼルを取り外す。 

5. 本体の電源を OFF ( POWER / SLEEP ラン 
プ消灯)にする。 

6. 本体に接続しているすべてのケーブルお 
よび電源コードを取り外す。 
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取り付け/取り外しの手順 

次の手順に従って部品の取り付け/取り外しをします。 


八ードディスク 


本体の前面にあるハードディスクベイには、 SCA 2 インタフェース （ Ult 「 a 160 SCSI ) を持つ 
ハードディスクを取り付けるス□ットを3つ用意しています。 

M -0 • NEC で指定していないハードディスクを使用しないでください。サードパーティのハー 

ドディスクなどを取り付けると、ハードディスクだけでなく本体が故障するおそれがあ 
ります。次に示すモデルをお買い求めください (2002 年11月現在)。 

一 N 8150 -148(36.3 GB 、 15,000 rpm . Ultra 160) 

• ディスクアレイを構築する際は、 RA 旧レベルを RA 旧5に設定してください。 

• 3台の八ードディスクを搭載することができます。 

ス□ットには約 25.4 mm (1 インチ)厚のハードディスクを取り付けることができます 。 SCSI 
ID は次のよラに固定で設定されています。 


SCSI IDO SCSI ID 1 SCSI ID2 


I 。□〇 

O 〇 1 O O O 〇 |- 1 - l 7^ 





[。■□穿® 

[rr^ t 〇 

[rr^ t 〇 

[n r rr">p 


ハードディスクベイは、出荷時の構成でマザーボード上の SCSI コネクタに接続されていま 
す。これらのハードディスクをディスクアレイで使用する場合は、マザーボード上のコネク 
夕からディスクアレイコント□ーラのコネクタにケーブルをつなぎかえます。ケーブル接続 
の切り替え方法については「ディスクアレイコント□ーラボード」 （160 ページ)を参照してく 
ださい。 

SCSI ID 2 のハードディスクベイには夕'ミースポンジが入っています。夕'ミースポンジは装 
置内部の:■令却効果を高めるためのものです。ハードディスクを搭載していないス□ットには 
夕'ミースポンジを取り付けてください。 
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取り付け 


次に示す手順でハードディスクを取り付けます。その他のス□ットへの取り付けも同様の手 
順で行えます。 

pi : ハードディスクは、フロントべゼルを取り外すだけで取り付け/取り外しを行うことができ 

1_ヒント I みす。 


n -〇 ディスクアレイを構成している場合は、同じパックを構成するハードディスクの容量などの 
仕様が同じものを使用してください。 


1. 144ページを参照して準備をする。 


2. セキュリティキーでフロントべゼルの 
ロックを解除して、フロントぺゼルを取 
り外す。 

3. ハードディスクを取り付けるスロットを 
確認する。 

スロットは標準で3つあります 。 SCSI ID 
番号の小さい順に取り付けてください。 
SCSI ID はス□ットの位置で決まってい 
ます。 



4. ダミースポンジを取り外す。 

ダミースポンジは SCSI ID 2 のスロットに 
取り付けられています。 



ダミースポンジは大切に保管しておい 
てください。 
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6. 増設するハードディスク（トレー付き）と 
ハンドルをしっかりと持ってスロットへ 
揷入する。 


• ハンドルのフックがフレームに当 
たるまで押し込んでください。 

• ハードディスクは両手でしっかり 
とていねいに持ってください。 

八ンドルをゆっくりと閉じる。 

「カチッ」と音がしてロックされます。 


八ンドルとトレーに指を挟まないよう 
に注意してください。 



I チェック I 

押し込むときにハンドルのフックがフ 
レームに引つがかっていることを確認 
してください。 


8. 本体の電源を〇 N にして、 MWA 経由で SETUP ユーティリティを起動して 「 Boot 」一 「Hard Disk 」 サ 
プメニューでプート順位の設定をする。 

)\~ドディスクを増設するとそれまで記憶されていたブート順位の設定がクリアされるためで 
す。 


9. 手順2で取り外したフロントべゼルを取り付ける。 

フロントべゼル左側のタブが本体のフレームに引つかかるようにしてから取り付けてセキユリ 
テイキーでロックします。 
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取り外し 

次の手順でハードディスクを取り外します。 


^ ハードディスクが故障したためにディスク 
f ^] を取り外す場合は、ハードディスクの 
DISK ランプがアンバー色に点灯している 
ス□ットをあらかじめ確認してください。 



1. 144ページを参照して準備をする。 


2. セキュリティキーでフロントべゼルの 
ロックを解除して、フロントべゼルを取 
り外す。 


3. レバーを押してロックを解除し、ハンド 
ルを倒す。 


4. ハンドルとハードディスクをしっかりと 
持って手前に引き出す。 

5. 八ードディスクを取り外したまま本体を 
使用する場合は、空いているスロットに 
ダミートレーを取り付ける。 




6. 本体の電源を〇 N にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「 BootJ-rHard Disk 」 サブメニュー 
でブート順位の設定をする。 

ハードディスクを増設するとそれまで記憶されていたブート順位の設定がクリアされるためで 
す。 

7. 手順2で取り外したフロントべゼルを取り付ける。 



















ディスクアレイ構成の場合、故障したハードディスクの交換後、交換した新しいディスクに 
交換前までの情報を記録することにより、故障を起こす以前の状態に戻すことのできるオー 
トリビルド機能を使用することができます。 

才ートリビルド機能は、 RAID 5 に設定されているディスクアレイで有効です。 

オートリビルドは、故障したハードディスクをホットスワップ(電源 ON の状態でのディスク 
の交換)するだけで自動的に行われます。オートリビルドを行っている間、ハードディスク 
にある DISK ランプが緑色とアンパー色に交互に点灯してオートリビルドを行っていること 
を TJX しま3 〇 

I n -0 オートリビルドに失敗すると、八ードディスクにある disk ランプがアンバー色に点灯しま 
す。もう一度ディスクの取り外し/取り付けを行ってオートリビルドを実行してください。 

オートリビルドを行うときは、次の注意を守ってください。 

• ハードディスクが故障してから、オートリビルドを終了するまで装置の電源を〇 FF にし 
ないでください。 

• ハードディスクの取り外し/取り付けは、90秒以上の間隔をあけて行ってください。 

• 他にリビルド中のハードディスクがある場合は、ディスクの交換を行わないでください 
(リビルド中はハードディスクにある DISK ランプが緑色とアンバー色に交互に点灯して 
います）。 
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本体-ラックか5の引き出し- 


ハードディスクを除く部品の取り付け/取り外しの作業は本体をラックから引き出した状態 
で行います。 



△注意 


A 0 

/^\ 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。 
詳しくは、 Mi ページ以降の説明をご覧ください。 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 



1. 12ページを参照して準備をする。 

保守をしようとしている装置を確認す 
るために UID スイッチとスイッチを押 
すことで点灯する UID ランプを利用し 
てください。 


セツトスクリュー 


セツトスク 
リュー 



2. 前面の左右にあるセツトスクリューをゆ 
るめて、ハンドルを持ってゆっくりと 
ラックがら引き出す。 

引き出している途中でロックされます。 
ロックされたところで引き出しは完了で 
す。 


ラックへ収納するときは、左右の□ック 
アームを押しながら再度、ラックへ押し込 


みます。 




アームやレールで指を挟まないよう十分注意してください。 
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トップカバー 


内蔵デバイスの取り付け/取り外しや内部のケーブル接続を変更するときはトップカバーを 
取り外します。 


取り外し 

1. 12ページを参照して準備をする。 

2 . 本体をラックから引き出す （15 ◦ぺージ参 

照)。 

3. 背面のセツトスクリューをゆるめてトツ 
プカバーを取り外す。 

wO^m 

トップカバー全体をしっかりと持っ 
て、まっすぐに持ち上げてください。 
背面側を持ち上げると、前面側の力 
バーのフ レームが 本体内部のケーブル 
を傷つけてしまうおそれがあります。 


取り付け 

トップカバーを取り付けるときは、本体と平行になるようにトップカバーを持ち、装置の上 
に置いてください。また、トップカバーにあるすベてタブが本体フレームに確実に差し込ま 
れていることを確認してからセットスクリューで固定してください。 

I n-O 装置前面側にあるタブで本体内部にあるフラットケーブル(フロントパネル LED ポードに接 
続されるケーブル)などを傷つけないよう十分注意してください。 



トップ カバー 
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DIMM 


DIMM (Dual Inline Memory Module ) は、マザーボード上の DIMM ソケットに取り付けま 
す。 

I ■： メモリは最大 4 GB まで増設できます(標準装備の DIMM も交換が必要）。出荷時には 、 DIMM 

| jvp ] #1 A と 1 B に 256 MB の DIMM を搭載しています。 

n-O • DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れて身体の 
静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。また、ボードの端子部分や部品を 
素手で触ったり、ポードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説 
明は75ページで詳しく説明しています。 

• NEC で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーテイの DIMM などを 
取り付けると、 DIMM だけでなく本体が故障するおそれがあります。また、これらの製 
品が原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となります。 


DIMM の増設順序 

DIMM は、 DIMM 番号の小さい順に2枚単位で増設します。 


Bank#3 


Bank#2 


Bank#1 



前面側 


H -〇 インタリーブ装置であるため、 Bank 単位”に2枚の DIMM を増設してください。1つの 
Bank 内に異なる仕様の DIMM を実装すると正常に動作しません。 

”巳 ank 単位とはイラストで示す#1 A と#1巳、 #2 A と#2巳でそれぞれ1単位です(記号は 
マザーポード上にも印刷されています)。 

* 2 DIMM の仕様は、 DIMM に貼ってあるラベルに下記の内容で表示されています。 

(例） 200 MHz • 巳 ufferred •128 MB - □ウアドレス12ビット • カラムアドレス 

10ビット • Single side の場合 

200 / 巳 / 128 / R 12 CIO S 
I I 

Single side 

カラムアドレス1◦ビット 
容量 □ウアドレス12ビット 
周波数 Bufferred 
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取り付け 


n 


次の手順に従って DIMM を取り付けます。 

〇 本装置では、 Low - profile (ロープ□ファイル： DIMM ポードの高さが 30 mm ( l _2インチ) 

^ 以下)タイプの DIMM のみをサボートしています。それ以外(それ以上高い) DIMM はサボー 

卜していません。 

1. 144ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （15 ◦ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外す （ 151ページ参照)。 

4. D 旧 M を取り付けるソケットに取り付け 
られている DIMM カバーを取り外す。 

ソケット両側のレバーを広げると、力 
バーがソケットがら外れます。 


取り外した DIMM カバーは、大切に保 
管しておいてください。 


5. DIMM をソケットにまっすぐ押し込む。 


I チェック] 


► DIMM の向きに注意してください。 
DIMM の端子側には誤挿入を防止す 
るための切り欠きがあります。 

► ソケットへ押す込むときは過度の 
力を加えないでください。ソケッ 
卜や端子部分を破損するおそれが 
あります。 

DIMM が DIMM ソケットに差し込まれる 
とレバーが自動的に閉じます。 




6. 手順1〜3で取り外した部品を取り付け 
る。 

7. 本体の電源を〇 N にして MWA 経由で SETUP を起動して 「 Advanced 」一 「Memory Configuration 」 
の順でメニューを選択し、増設した DIMM のステータス表示が 「 Installed 」 になっていることを確 
認する （184 ページ参照)。 

8. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Config Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは129ページをご覧ください。 
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取り外し 


次の手順に従って DIMM を取り外します。 



• 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPR 〇で表示されるエラーメッセージを 
確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認してください。 

參 DIMM は最低2枚1組搭載されていないと動作しません。 


1. 144ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （150 ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外す （ 151ページ参照)。 

4. 取り外す D 旧 M のソケットの両側にある 
レバーを左右にひろげる。 

ロックが解除され DIM M を取り外せま 
す。 

5. 手順3で取り外した部品を取り付ける。 

6 . 本体の電源を ON にして MWA 経由で SETUP を起動して 「 Advanced 」一 「Memory Configuration 」 
—「Memory Retest 」 を 「 Enabled 」 に設定し、取り外した DIMM の エラー 情報をクリアする （184 
ページ参照)。 

7. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Config Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは129ページをご覧ください。 







PC ■ポー 



本体には、 PCI ボードを取り付けることのできる「ライザーカード (2 種類)」をマザーボード上 
に搭載しています。ライザーカードには PCI ボードを各1枚ずつ取り付けることができます 
(合計で2枚の PCI ボードを搭載可能)。 

それぞれのライザーカードにある PCI ボードス□ットにネットワーク拡張用などの PCI ボー 
ドを接続します。 


• PCI ポードおよびライザーカードは大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレー 
ム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてから PCI ポードを取り扱ってください。ま 
た、 PCI ポードおよびライザーカードの端子部分や部品を素手で触ったり、 PCI ポード 
およびライザーカードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明 
は 75 ページで詳しく説明しています。 

• 取り付けることができる PCI ポードの組み合わせには制限事項があります。詳細はお買 
い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わせください。 

• Low - profile (ロープ□ファイル)タイプと Full - height (フルハイト)タイプの PCI ポード 
で接続できるライザーカードが異なります。ポードの仕様を確認してから取り付けてく 
ださい。 


rpn 


PCI ボードによっては、オンボード上の拡張 R 〇 M を利用するもの もあります。 ボードに添 
付の説明書を参照し、拡張 ROM の展開が必要であるかどうかを確認してください。設定 
は、 BIOS セットアップユー ティリティ 「SETUP」 を 使います。 詳しくは、 181 ぺージを参照 
してくださし、。 



前面側 
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注意事項 

取り付けや取り外しの際には次の点について注意してください。 

• ライザーカードの端子部や電子部品のリード線には直接手を触れないよう注意してくだ 
さい。手の油や汚れが付着し、接続不良を起こしたり、リード線の破損による誤動作の 
原因となります。 

• ライザーカードによって接続できる PCI ボードのタイプが異なります。ボードの仕様を確 
認してから取り付けてください。 

• pci スロット番号は、□—プ□ファイル専用ライザーカード側が nc 」、 フルハイト用ラ 
イザーカード側が n b 」 になります。 

• 本装置の起動時の pci バスス□ットのサーチ順位は次の通りです。 

1 B (フルハイトタイプ) — 1 C (□ープ□ファイルタイプ） 

ただし、 N 8103 -52/53 A ディスクアレイコントローラーボードのブート優先順位はこの 
サーチ順とは異なります （ 160ページ参照)。 

• 〇 S やディスクアレイ BIOS ユーティリティな どで 同種の PCI デバイス （オン ボードの PCI デ 
バイス含む）の認識順序が上記サーチ順と異なる場合があります。次の表の PCI バス番 
号、デバイス番号、機能番号を参照して PCI デバイスのス□ット位置を確認してくださ 
い0 


PCI デバイス 

PCI バス番号 

デバイス番号 

機能番号 

オンボード NIC1 

3 

7 

〇 

オンボード NIC2 

3 

7 

1 

スロッ ト 1 B 

3 

8 

X 

オンボード SCSI ChA (外) 

4* 

7 

〇 

オンボード SCSI ChB (内） 

4* 

7 

1 

スロット 1 C 

4* 

8 

X 


* スロット 1 B に取り付けられたボードによって、バス番号が5以上になる場合があります。 


• ブートしない LAN デバイスのオプション ROM は BIOS セットアップユーティリティで 
「 Disabled 」 に設定してください。 

• LAN デバイスを増設した場合、 LAN ポートに接続したコネクタを抜くときは、コネクタ 
のツメが手では押しにくくなっているため、マイナスドライバなどを使用してツメを押 
して抜いてください。その際に、マイナスドライバなどが LAN ポートやその他のポート 
を破損しないよう十分に注意してください。 

• ブート可能な PCI 力ード(ディスクアレイコント□—ラや SCSI コント□—ラ、 LAN ボード 
など）を増設すると、ブートの優先順位が変更されることがあります。増設後に BIOS 
セツトアップユーティリティの 「 Boot 」 の 「Boot Device Priority 」 サブメニューで設定し 
直してください。 
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サボートしているポードと搭載可能スロット 





ス□ット 





PCI # 1(1〇 

PCI #4(1 B ) 


型名 

製品名 

ス□ツト 
サイズ 

Low-profile 

Full-height 

備考 



PCI ポード 

タイプ* 1 

3.3 V 

3.3 V 




搭載可能な 
ポー ドサイズ 

MD 2 

フル/シヨ ー ト 


N 8 103-52 

ディスクアレイコントローラ* 2 

O 

〇 

日一！- 1 + fT +^^ N i 7 Tr ^ 

N 8103-53 A 

ディスクアレイコントローラ* 2 

— 

〇 

取人1权拾載□」冃匕 

N 8 104-84 

1〇〇 0 BASE - SX 接続ボード 


〇 


N 8 104-85 

1〇 0 BASE - TX 接続ボード 


〇 



〇搭載可能 一搭載不可 
*1 ボードの奥行きサイズ。 


Full - height の場合：1 73. 1 mm まで(シヨートサイズ)、31 2 mm まで(フルサイズ) 
1_〇\^-口「〇押6の場合：1 19.9 mm まで ( MD 1)、 167.6 mm まで ( MD 2) 

*2 ブートの優先順位は PCI スロット 1 C —1 B の順。 


取り付け 

次の手順に従ってライザーカードに PCI ボードを取り付けます。 

M -〇 フルハイト用ライザーカードにはポードを保護するための「インシュレータ(黒色)」が取り 
付けられています。本書の図では、わかりやすくするためにインシュレータを省いていま 
す。インシュレータは取り外さず、ていねいに扱ってください。 

拳それぞれのライザーカードがサボートするボードタイプ（口ープロファイルかフルハイ 
[ P^l トタイプ）と取り付ける PCI ボードのタイプを確認してください。 

• PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状とライザーカードにあるコネク 
夕の形状が合っていることを確認してください。 


1. 12ページを参照して準備をする。 

2 . 本体をラックから引き出す （15 ◦ページ参照)。 

3. トップカバーを取リ外す （ 151ページ参照)。 
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4. ライザーカードの両端を持ってまつすぐ持ち上げて装置がら取り外す。 



ライザーカードス□ット（口ープロ 
ファイル専用、スロット番号: 1C) 



5. ライザーカードからネジ1本を外し、増 
設ス□ットカバーを取り外す。 


w-Oi® 

取り外した増設ス□ットカバーは、大 
切に保管しておいてください。 



増設ス□ットカバー 


6 . ライザーカードに PCI ボードを取り付け 
る。 


ライザーカードのスロット部分と PCI 
ボードの端子部分を合わせて、確実に差 
し込みます。 



レーム穴に差し込まれる 


w-oira 

• ライザーカードや PCI ポードの端子部分には触れないでください。汚れや油が付いた状態で 
取り付けると誤動作の原因となります。 

• うまくポードを取り付けられないときは、ポードをいったん取り外してから取り付け直して 
ください。ポードに過度の力を加えると PCI ポードやライザーカードを破損するおそれがあ 
りますので注意してください。 


I チェック I 

PCI ボードのブラケツトの端が、ライザーカードのフレーム穴に差し込まれていることを確認し 
てください。 





























7. PCI ボードを手順 6 で外したネジで固定す 
る。 


ライザーカードの端子部分に汚れや油 
などが付着しないようにするためで 
す。汚れや油が付着したまま取り付け 
ると誤動作の原因となります。 

8 . ライザーカードをマザーボードのスロッ 
卜に接続する。 

ライザーカードの端子部分とマザーボー 
ド上のス□ット部分を合わせて、確実に 
差し込みます。 

差し込む際にライザーカードのフレー 
ム部にある、筐体と固定するためのツ 
メが筐体背面の穴に正しく勘合してい 
ることを確認してください。差し込ん 
だ後、ライザーカードの端子部分が完 
全に見えなくなるまで指で押して確実 
に接続させます。 

9. 取り外した部品を取り付ける。 

10. 本体の電源を〇 N にした後、 MWA のリモートコンソールから P 〇 ST の画面でボードに関するエ 
ラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

エラーメッセージのが表示された場合はサービス会社に問い合わせてください。 

11. BIOS セットアップユーテイリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Config Data 」 を 
「 Yes 」 にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは117ページをご覧ください。 

12. 取り付けたボードに搭載されている BIOS コンフィグレーションユーティリティを起動してボード 
のセットアップをする。 

ユーティリティの有無や起動方法、操作方法はボードによって異なります。詳しくはボードに添 
付の説明書を参照してください。また、起動可能なデバイスが接続された PCI ボード(ディスクア 
レイコント□—ラ、 LAN ボードなど)を増設した場合、ブート優先順位がデフォルトに変更されま 
す。 BIOS セツトアップユーティリティの 「 Boot 」 の 「Boot Device Priority 」 を設定し直してくださ 
し、 （192 ページ参照)。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。また、取り外し後に BIOS セッ 
トアップユーティリティの 「 Boot 」 の 「Boot Device 卩11〇「心」でブート優先順位を設定し直し 
てください （192 ページ参照)。 
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ディスクアレイコン トローラポー 


「ディスクアレイコント□ーラボード」は、データの信頼性を向上させるために用意された才 
プションの PCI ボードです。 

このボードを取り付けると、本体内蔵のハードディスクやオプションのディスク増設ユニット 
に搭載したハードディスクを「ディスクアレイ構成」で使用することができます。 

n-O • ディスクアレイコント□ーラポードは大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フ 
レーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてからディスクアレイコント□ーラポー 
ドを取り扱ってください。また、ディスクアレイコント□ーラポードの端子部分や部品 
を素手で触ったり、ディスクアレイコント□ーラポードを直接机の上に置いたりしない 
でください。静電気に関する説明は75ページで詳しく説明しています。 

• ディスクアレイ構成に変更する場合は、ハードディスクを初期化します。ディスクアレ 
イとして使用するノ\ー ドディスクに大切なデータがある場合は、バックアップをとって 
からディスクアレイの構築を行ってください。 

• ディスクアレイを構築するには3台以上の八ードディスクが必要です。 

參ディスクアレイとして使用する八ードディスクはパックごとに同じ容量•性能(デイス 
ク回転数など）を持ったものにしてください。 


ゾ ディスクアレイコントローラボードを取り付ける場合は、 SETUP の 「 Advanced 」 メニュー 

|チェック| の 「PCI Configuration 」一 「PCI Slot xx R 〇 M ( xx は PCI スロット番号）」のパラメータが 
「 Enabled 」 になっていることを確認してください。 


■ I ； RAID5 のディスクアレイ構成にすると、ディスクの信頼性が向上するかわりにディスクアレ 
U 37 P 1 イを構成するハードディスクの総容量に比べ、実際に使用できる容量が小さくなります。 


取り付け 

ディスクアレイコントローラの取り付けは 「 PCI ボード」を参照してください。 


H -〇 • Low-profile (ロープ□ファイル)タイプと Full-height (フル八イト)タイプの PCI ポード 
で接続できるライザーカードが異なります。ポードの仕様を確認してから取り付けてく 
ださい。 

• N 8103 -52/53 A ディスクアレイコントローラポードを複数枚取り付けた場合、ブー 
卜させたいシステムディスクは、次のブート優先順位の一番高いスロット番号に取り付 
けられているディスクアレイコント□ーラポードに接続しなければなりません。 

1 C —1 B 

• フルハイトタイプのライザーカードにディスクアレイコント□ーラを接続し、内蔵の 
ハードディスクをディスクアレイ構成に変える場合は、ライザーカードをマザーポード 
に接続する前にケーブルを接続します。 

• ディスクアレイコント□ーラを接続される場合、巳 I 0 S の SETUP Menu の Boot — 
Hard Disk Drives における優先順位を 8 番目以内に設定してください。設定が9番 
目以降となっている場合、ディスクアレイコント□ーラのコンフィグレーションメ 
ニューを起動する事ができません。 


160 
















取り外し 


ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。 


内蔵の八ードディスクをディスクアレイ構成にする場合 

ディスクアレイコント□ーラボードを取り付けた本体で、内蔵のハードディスクをディスク 
アレイ構成にする場合は、マザーボード上の SCSI ケーブルや LED ケーブルの接続を切り替え 
ないといけません。 

出荷時の内蔵ハードディスクのインタフエースは、マザーボード上の SCSI コネクタに接続 
されています。 


SCSI コネクタ 


背面側 



SCSI バック 
プレーン 


ハードデイスク 
SCSI ID2 


ハードデイスク 
SCSI ID1 


ハードデイスク 
SCSI IDO 


前面側 
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• SCSI ケーブルのフオーミング 

接続に使用する SCSI ケーブルは、マザーボードに接続されている SCSI ケーブルを使用し 
ます。ただし、ケーブルのフォーミングが必要です。以下を参照してフォーミングを 
行ってください。（実線が谷折り、破線が山折りを示しています）。 


□ □—プ□ファイル専用ライザーカードへ取り付けた N 8103-52 ディスクアレイコン 

卜□ーラボードに内蔵ディスクを接続する場合のケーブルのフォーミング 


原点 



内蔵 SCSI ハードディスク 
接続用の SCSI バックプ 
レーンのコネクタへ 
(MB Side) 


ロープ□ファイル専用ライ 
ザーカードへ取り付けた 
N8 103-52 ディスクアレ 
イコント□ーラボードの 
コネクタへ （BP Side) 


* 数字は原点からの長さ （mm) を示す。 

工場出荷時のルーティングから、 SCSI バックプレーン側とマザーボード側の向きを入れ換えます。 


□ フルハイト専用ライザーカードに取り付けた N 8103-52 または N 8103-53 A ディスク 
アレイコントローラーボードに接続する場合のケーブルのフォーミンク' 


原点 


240 


580 


70 


340 


710 



フルハイト用 PCI ライザー 
カードに取り付けた 
N 8103 -52/53A ディスク 

アレイコント ロー ラボード 
のコネクタへ （MB Side) 


内蔵 SCSI ハードディスク 
接続用の SCSI バックプ 
レーンのコネクタへ 
(BP Side) 


* 数字は原点からの長さ （mm) を示す。 

工場出荷時のルーティングから、 SCSI バックプレーン側とマザーボード側の向きを入れ換えます。 
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SCSI ケーブルの接続 

内蔵のハードディスクをディスクアレイ構成にする場合は、マザーボード上の SCSI コネ 
クタからケーブルを外し、ディスクアレイコント□ーラボードのコネクタに接続してく 
ださい。 


標準装備の SCSI ケーブル 


標準装備の SCSI ケーブル 




N 8103 -52 ディスクアレイコントローラを 
フルハイト用ライザーカードに取り付けた場合 


N 8103 -53A ディスクアレイコント□—ラ 
の場合は、装置背面側のコネクタに接続し 
てください。 



すようフォーミングしてください） 


フルハイトタイプ 


フル八イトタイプのライザーカードにディスクアレイコント□ーラを接続し、内蔵 
のハードディスクをディスクアレイ構成に変える場合は、ライザーカードをマザー 
ポードに接続する前にケーブルを接続します。 

ディスクアレイコント□ーラポードによっては複数のチャネル(コネクタ）を持ってい 
るものもあります。また、コネクタは内部接続用と外付け用が用意されている場合も 
ありますが、ポードの内部接続上、排他的な仕様になっていることがあります。内部 
と外付けでの接続が異なるコネクタ(チャネル)であることを確認してください。コネ 
クタとチャネルについては、ポードに添付の説明書を参照してください。 
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• SCSI ケーブル接続手順例 


以下にロープ□ファイル専用ライザーカードへ取り付けた N 8103 -52 ディスクアレイコ 
ント□ーラボードに内蔵ディスクを接続する場合の手順を示します。 


1. ファンアセンブリのケープルをマザーボードから取り外す。 

コネクタの位置については2章の「マザーボード」の図を参照してください。 


2. FAN ブラケツトを装置背面部分を持ち上 
げるようにして外す。 

ブラケツト左側のスリツトを通る電源 
ユニツトがら出ている信号用ケープル 
を引っかけないように確認しながら取 
り外してください。 



3. フルハイト用 PCI ライザーカードにオプションを取り付けている場合は取り外す。 

4. マザーボードに接続されている SCSI ケーブルを外す。 

5. 「 SCSI ケーブルのフォーミンク'」に従って標準装備の SCSI ケーブルをフォーミンク'する。 

6. フォーミングし直した SCSI ケープルの 「MB Side 」 と表示されたコネクタを SCSI バックプレーン 
のコネクタに取り付ける。 

7. 手順2の逆の手順でファンアセンブリを取り付ける。 

IチェックI 

ブラケットのフルレングス用 PCI ライザ_力_ド受けの下のトンネル部分に SCSI ケープルを通 
します。ブラケットがケープルを挟まないよう確認しながら取り付けてください。また、ブラ 
ケット左側のスリットを通る電源ユニットから出ている信号用ケープルを引っかけないように 
確認しながら取り付けてください。 

8 . フルハイト用 PCI ライザーカードに取り付けられたインシュレータを回避するようにケーブルを 
配置する。 

手順3でフルハイト用 PCI ライザーカードを取り外していた場合は、添付ディスクアレイコント 
□—ラ用 SCSI ケープルのディスクアレイコントローラ側コネクタを持ち上げ、フルハイト用 PCI 
ライザーカードを取り付けます。その際に、フルハイト用 PCI ライザーカードの下にくる添付ディ 
スクアレイコントローラ用 SCSI ケープルを傷つけないよう注意してください。 

9. フォーミングし直した SCSI ケープルの 「BP Side 」 と表示されたコネクタをディスクアレイコント 
□ーラに接続する。 

10. BIOS セットアップユーティリティの Boot メニューで起動の優先順位を再設定する。 













I LED 中継ケーブルの接続 

ディスクアレイを構築した際、内蔵のハードディスクのアクセス状態などを表示させる 
ために、本装置に内蔵の LED 中継ケーブルを使用します。 

1. 本装置に内蔵の LED 中継ケープルの黒色のコネクタをディスクアレイコント□—ラにある LED 
Active ピンに接続する。 

赤色のケープルが出ている端子を LED Active ピンに接続してください。もう一方の黒色のケープ 
ルが出ている端子には何も接続しないでください。 

2. LED 中継ケープルの茶色のコネクタがマザーボード上の HDD LED コネクタに接続されていること 
を確認する。 



N 8 103-52 ディスクアレイコン 
卜□ーラを□ープ□ファイル専用 
ライザーカードに取り付け、内蔵 
の八ードディスクをディスクアレ 
イ構成にした場合、装置内蔵の 
LED 中継ケーブルが接続できませ 
ん。この場合、内蔵八ードディス 
クのアクセス状態を確認するアク 
セスランプは機能しません。 


LED Active (この 
ピン以外には接続 
しない） 



1 



^ \ 


i 

\ 


ケープル(黒)ケープル(赤） 

(このケーブル 
の端子には何も 

接続しない） N81 03-52 ディスクアレイコント□—ラ 
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H -〇 N 81 03-53 A ディスクアレイ 
コント□ーラを取り付け、ディス 
クアレイコント□ーラのチヤネル1 
に内蔵の八ードディスクを接続し 
た場合、装置内蔵の LED 中継ケー 
ブルが接続できません。この場 
合、内蔵八ードディスクのアクセ 
ス状態を確認するアクセスランプ 
は機能しません。チャネル0に内蔵 
の八ードディスクを接続してくだ 
さい。 



• ディスクアレイ構築 

オプション製品の Helix Universal Server / Helix Universal Gateway (以降 Helix) を購入 
して使用する場合は保守 • 管理ツール CD-ROM を使用してディスクアレイを構築しま 
す。 Helix を使用しない場合は、 「EzAssist を使用してディスクアレイを構築する」を参照 
してください。 

く保守 • 管理ツール CD-R 〇 M を使用してディスクアレイを構築する> 


1. ハードウェアのセットアップを行う。 

Helix を使用する際は以下のいずれがの構成にする必要があります。 
構成 A 


ディスクアレイコント□ーラ 

N 8103 -53 A 

ディスク増設ユニット 

N 8141-27 A 

ハードディスク取り付け位置 

内蔵3台、ディスク増設ユニット3台 


構成 B 


ディスクアレイコント□ーラ 

N 8 103-52 

ディスク増設ユニット 

N 8141 -32 

ハードディスク取り付け位置 

内蔵◦台、ディスク増設ユニット6台 
ディスク増設ユニットのスロット番号1〜6 
(SCSI ID ◦〜 5) に取り付ける 


前述に示す説明に従ってシステムにディスクアレイコントローラを取り付け、ケープル接続など 
を行ってください。ディスク増設ユニットの取り付けについてはディスク増設ユニットに添付の 
説明書を参照してください。 

2. 「保守 • 管理ツール CD - R 〇 M 」 の「ディスクアレイコンフィグレーション」を使用してディスクアレ 
イの構築を行う。 

保守 • 管理ツール CD - R 〇 M の使用方法については5章を参照してください。 

■： 「保守 • 管理ツール CD-R 〇 M」 を使用してディスクアレイを構築すると論理ドライブが2つ作 

I kv ]T I 成されます。2つめの論理ドライブを Helix 用に使用します。 



















< EzAssist を使用してディスクアレイを構築する> 

ディスクアレイを構築するときは、次の点について注意してください。 

• 同じ容量、同じ回転速度の SCSI タイプのハードディスクを3台以上搭載しているこ 
と （ RAID(Redundant Arrays of lnexpensive [ lndependent ] Disks ) の構成によっ 
てディスクの最 v 必要台数は異なります）。 

• ディスクアレイ構成の RAID レベルの 「 RAID 5」 を選択 • 設定すること。 

ディスクアレイを構築するにあたり、次の点について注意してください。 

「ヒント I • ディスクアレイを構築する場合は、ハードディスクが3台以上必要です。 

• 1つの論理ドライブのみを作成してください。複数の論理ドライブを作成することはで 
きません。 

• 構築する RAID レベルは 、 RAID 5のみです。 

• 本装置に取り付けられることができるディスクアレイコントローラは N 81 03-52/-53 A の 
いずれかです。 

1. 前述に示す説明に従ってシステムにディスクアレイコン ト□— ラを取り付け、ケーブル接続など 
完了させる。 

2. システムの電源を〇 N にする。 

しばらくすると画面に、以下のメッセージが表示されます。 

Press < ALT - R > tor RAID connguration options 

3. < Alt > キーを押しながら < R > キーを押す。 

EzAssist の起動が受け付けられると、上記メッセージの下に以下のメッセージが表示されます。 
POST が終了するまでお待ちください。 

RAID connguration will start after system initialization completes 


4. < Enter > キーをコントローラを選択す 

公〇 

本装置には、ディスクアレイコント□一 
ラは1枚だけしか装着していないので、 
その1枚だけが表示されています。 
< Enter > キーを押して次へ進んでくださ 
い0 

ディスクアレイのコンフィク'レーシヨン 
が行われていないことを示すメッセージ 
が表示されます。 


Welcome to RAID EzAssist. 

My 丄 ex Disk Array Controller 
Configuration Utility 

Please select the RAID controller you wish to 
configure or manage : 


Controller 
No. Model 


PCI PCI PCI Firmware 

Bus Device Function Version 


0 AcceleRAID xxx 


x-xx 


5. [ Yes ] を選択する 0 

コンフイグレーシヨンの方法を選択する 
画面が表示されます。 


RAID connguration 
Controller 0 


No existing RAID configuration has been detected. 
Would you like to configure a RAID drive now? 


# 


No ] 
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6. [ Custom ] を選択する。 

サブメニューが表示されます。 



7. [Configure a New Disk Array ] を選択す 
る。 


ハードディスウを選択する画面が表示さ 
れます。 


I Configure a New Disk Array 1 
Acid rsnar-i t v t n Rt -j na 

\)ef me Logical Drive (s) 


a New Disk 
ranari tv tn F.vi st i r 

Logical Drive(s) 
Assign Spare Drive(s) 
Spanning 


Array 


8. すべてのハードディスクをそれぞれ選び、 Disk Array ボックスへ移動させて、 [Save Array ] を選 
択する。 

画面右のボックスには、ディスクアレイコント□ーラに接続されているすべてのハードディスク 
が表示されます。ハードディスクを選び、く Enter > キーを押すと、右の Disk Array ボックスに移 
動します。すべてのハードディスウを移動させてください。 

[Save Array ] を選択すると、 Logical Drive を作成する画面が表示されます。 


Disk Array Configuration 
Array AO 

Select the physical drive(s) desired for the disk array ： 


Unused Drives 
Chan : ID 


Capacity 

(GB) 


』 [Save Array] ^ 


[Cancel] 


Disk Array usable 
Chan : ID capacity 


0:00 

Seagate 

ST 39236 LC 

0010 

8.384 

0 : 01 

Seagate 

ST 39236 LC 

0010 

8.384 

0:02 

Seagate 

ST 39236 LC 

0010 

8.384 

0:03 

Seagate 

ST 39236 LC 

0010 

8.384 


Array GB ： C[. 0 0 
[Clear I 


ディスクアレイコントローラに接続 
されているすべてのハードデイスク 


Disk Array ホツクス 
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9. 以下の値を設定してから < TAB > キーで [Add Drive ] に移動して、 < Ente 「> キーを押す。 
一 RAID のレペル： 5 

— Write Cache : N 8103 -52 の場合 「 Thru 」、 N 8103 -53 A の場合 「 Back 」 

— Stripe Size : 64 

— Capacity Physical : 変更しないこと 
— Capacity Logical : 変更しないこと 


Logical Drive Definition 
Arrav 0 

Drive RAID Write Stripe Capacity (GB) 

No. Level Cache Size(KB) Physical Logical Maximum 

New 圖 Back 64 50.766 33.844 50.766 


Add Drive 


Apply 


Cancel 


Clear New 


Delete Last 


Capacity rounding may occur for alignment with block sizes. 


10. [ Apply ] に移動して、く Enter > キーを押す。 


1 . メインメニューに戻り 、 [Advanced 
〇 ptions ] を選択する。 


Configure RAID Drive 

View or Modiry Controller Conflauration 
Perform Administration on ... 

Rescan for New Devices 


Advanced Options 


12. サフ、、 メニューで [Backup Configuration ] 
を選択する。 

13. フロッピーディスクをフロッピーディス 
クドライプにセットする。 

14. バックアップ先のパス名を入力し、 [ Ok ] 
を選択する。 

フロッピーディスクにディスクアレイコ 
ントローラのコンフィグレーション情報 
がバックアップされます。フロッピー 
ディスクは大切に保管してください。 


Backup Configuration 
Controller 0 

P 丄 ease insert a diskette and type in the 
configuration filename (the file must 
reside in the root directory) : 

A:\ 


[[Ok] i i Cancel] 


15. < Esc > キーを数回押し 、 RAID EzAssist 
の終了画面に移り、終了する。 
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ディスク増設ユニットをディスクアレイ構成にする場合 


ディスク増設ユニットは、ハードディスクを最大14台取り付けることのできる専用のデバイ 
スです（モデルによって搭載台数が異なる）。ディスクアレイコント□ーラボードを取り付け 
た本体はこれらのデバイスを1台または2台接続できます。接続台数などの詳しい説明につい 
ては、ディスクアレイコントローラおよびディスク増設ユニットに添付の説明書を参照して 
ください。 

I n -〇 ディスク増設ユニットには、ハードディスクが添付されていません。別途購入してくださ 
い。 


ディスク増設ユニットと接続するためには、次のいずれかのオプションケーブルが必要で 
す。 

• ディスク増設ユニット接続用 

- K 410-94(01) SCSI ケーブル〇 
- K 410-94(03) SCSI ケーブル〇 
- K 410-94(06) SCSI ケーブル〇 

• N 8141-26 A 、27 A ディスク増設ユニット接続用 

- K 410-93(01) 増設筐体接続 SCSI ケーブル 
- K 410-93(03) 増設筐体接続 SCSI ケーブル 
- K 410-93(06) 増設筐体接続 SCSI ケーブル 

ディスク増設ユニットを接続後、ディスクアレイコント□ーラボード上のチップに搭載され 
ている RAID コンフィグレーションユーティリティを使って、ディスク増設ユニットをディ 
スクアレイ構成 ( RAID 5) に設定してください（ユーティリティはボードによって異なりま 
す)。設定の詳細とその方法については、本体に添付の「保守 • 管理ツール CD - R 〇 M 」 に格納 
されているオンラインドキュメントまたはボードに添付の説明書を参照してください。 

ディスク増設ユニットをディスクアレイ構成に設定すると、ディスク増設ユニットに取り付 
けたハードディスクのうちのどれかが故障しても、ディスクアレイコント□ーラボードが持 
つ「オートリビルド」機能によってハードディスクを復旧することができます(電源が ON のま 
ま故障したディスクを交換(ホットスワップ）してください）。 

11-0 デフォルトのブート優先順位が、オンポード SCSI ChA (外) — ChB (内) — DAC の順になっ 
ています。ブート優先順位の低いコント□ーラ酉己下のハードディスクからブートする場合は 
SCSISe / ectlL — ティリティからオンポード SCSI ChA 、 および Ch 巳の 「Host Adapter 
BIOS の設定を 「 Disabled 」 に変更してください。」 






システム BIOS コンフイクレーシヨン 


Basic Input Output System ( BIOS ) の設定方法について説明します。 

本製品を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく理解して、正 
しく設定してください。 

SETUP は本体の基本ハードウェアの設定を行うためのユーティリティツールです。このユーティリティは 
本体内のフラッシュメモリに標準でインス I -ールされているため、専用のユーティリティなどがなくても 
実行できます。 

SETUP で設定される内容は、出荷時に本体にとって最も標準で最適な状態に設定していますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合など必要に応じて使 
用してください。 

M -0 • SETUP の操作は、システム管理者(アドミニストレータ）が行ってください。 

• ここでは特に説明していない項目（メニュー)があります。これらの項目は、出荷時の設 
定以外の値(パラメータ）に変更しないでください。これらの項目の値を変更すると、装 
置の動作の保証ができなくなるばかりでなく、装置が故障するおそれがあります。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!-ールする前にパスワードを設定しないでく 
ださい。 

• 本体には、最新のバージヨンの SETUP ユーティリティがインス!-ールされています。 
このため設定画面が本書で説明している内容と異なる場合があります。設定項目につい 
ては、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い合わせてください。 

• リモートコンソールから SETUP を起動し設定変更を行う場合は、この後で説明してい 
る「パラメータと説明」の内容をよくお読みください。設定項目によっては、リモートコ 
ンソールに対応していない機能があり、誤って設定を変更してしまうと装置の動作が保 
証できなくなります。 

• SETUP を起動した時には Exit メニューまたはく Esc >、 く F 1 0>キーで必ず終了してく 
ださい。 SETUP を起動した状態でパワーオフ、リセットを行った場合には SETUP の 
設定が正しく更新されないことがあります。 



次の手順に従って SETUP を起動します。 

起動は MWA を使って本装置に接続されたリモートコンソールから行います。 


1. 本装置の電源を ON にする。 

リモートコンソールの画面に POST の実行画面が表示されます。 
しばらくすると次のメッセージ*が画面下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP 

2 . < F 2>*_ を押す。 

SETUP が起動して Main メニューを表示します。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも 
表示されています）。 


現在表示しているメニューを示す 


BIOS Setup Utility 



オンラインヘルプ 
ウインドウ 


キーの 機能説明 


* 自動的にコンフィグレーションされたものや検出さ 
れたもの、情報の表示のみやパスワードの設定によ 
り変更が許可されていない項目はグレーアウトされ 
た表示になります。 


カーソルキ ー（ t 、 4) 


力ーソルキ ー （―、 一、 
<_>キー/<十> キー 

く Ente「> キー 
<Esc> キー 
く F9> キー 

<F10>+- 


画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選択さ 
れています。 

Main や Advanced、Security、Server、Boot、Exit などのメニューを選択します。 
選択している項目の値(パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に「►」がつ 
いているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

選択したパラメータの決定を行ラときに押します。 

ひとつ前の画面に戻ります。また値を保存せずに SETUP を終了します。 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時の設定 
と異なる場合があります）。 

SETUP の設定内容を保存し、 SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウェアと連係した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定 
例を示します。 


日付 • 時刻関連 


rMain」—「System Time」、「System Date 」 




「 ESMPRO 」 が持つ温度監視機能と連携させる 

rServer 」 イ Temperature Sensor 」 一 「 Enabled 」 

「 ESMPRO / ServerManager 」 を使ってネットワーク経由での電源を制御する 

「 Advanced」—「Advanced Chipset Control」—「Wake On Lan/PME PCI - XB 」— 
「 Enabled 」 


UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「 Server」—「AC LinkJ^rPower OnJ 

- P 〇 WER スイッチを使って〇 FR こしたときは 、 UPS から電源が供給されても電源を〇 FF 
のままにする 

rSe 「 ver 」^ l 7 \C Link 」 一 「Last State 」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「 Server」—「AC Link 」—「 StayOff 」 


起動関連 


に接続している起動デバイスの順番を変える 

「 Boot 」— 起動順序を設定する 

POST の実行内容を表示する 

「 Advanced 」 一 「 Boot - 丁 ime Diagnostic screen 」 一 「 Enabled 」 

「 NEC 」 □ゴの表示中に < Esc > キーを押しても表示させることができます。 


リモートウェイクアツプ機能を利用する 


モテムから： 


LAN から: 


PCI デバイスから： 


RTC のアラームから： 


「 Advanced」—「Advanced Chipset ControlJ^rWake on Ring 」 
イ Enabled 」 

r /\ dvanced 」^ r/\dvanced Chipset ControlJ^rWake on LAN / 
PME PCI - XB 」—「 Enabled 」 

「 Advanced」—「Advanced Chipset ControlJ^rWake on PME 
PCI-XCJ - rWake on LAN/PME PCI - XB _ K「EnablecU 
「 Advanced」—「Advanced Chipset ControlJ^rWake on RTC 
Alarm 」—「 Enabled 」 
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HW コンソールから制御する 

「 Server」—「Console Redirection 」— それぞれの設定をする 


メモリ関連 


メモリ縮退機能 

「 Advanced 」 一 「Memory Configuratiord—rExtended Memory 丁 est 」 一 rEvery-Locatiord 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「 Advanced」—「Memory Configuration」—「Bank # n 」 —表示を確認する （ n : 1〜 3) 

画面に表示されている DIMM グループ ( Bank ) とマザーボード上のソケットの位置は下図のよ 
うに対応しています。 



メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「 Advanced 」 一 「Memory Configuratiord—rMemory Retest 」 一 「 Enabled 」 一 1 J フ、、一卜する 
とクリアされる 




































































CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

「Main」—「Processor Settings」— 表示を確認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は前ページの図のよラに 
対応しています。 

CPU のエラー情報をクリアする 

「Main」 一 「Processor Settings」 一 「Processor Retest」 一 「Enabled」 ーリブ、一卜すると 
クリアされる 


キーポー ド関連 


Numlock を設定する 

f Advanced」—riXIumlock」 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

「Security」—「Set Administrative Password」— パスワードを入力する 

管理者パスワード (Administrator） 、 ユーザーパスワード （User) の順に設定します。 

POWER スイッチマスク機能を有効/無効にする 

「Security」 一 「Power Switch Inhibit」 一 「Enabled」 （有効） 

「Security」—「Power Switch Inhibit」—「Disaloled」 （無効） 

I n -0 POWER スイッチをマスクすると POWER スイッチによる ON / OFF 操作に加え、「強制電源 

I off 」 も機能しなくなります。 

セキュアモードを設定する 

「Security」—「Set User Password」— パスワードを入力する 
fSecurity」— 「 Secure Mode」— それぞれを設定する 


外付けデバイス関連 


I/O ポー トに対する設定をする 

「Advanced」—「Peripheral Configuration」— それぞれの|/〇ポートに対して設定をする 
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内蔵デバイス関連 


内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

「Advanced」—「PCI Configuration」— それぞれのデバイスに対して設定をする 

ディスクアレイコント□ーラポードを取り付ける 

「Advanced」—「PCI Configuration」—「PCI Slot nx ROM」—「Enabled」 
n: スロッ ト 番号 

x : C— □ープロファイルタイプのライザーカード側 
X ： B— フルレングス/フルハイトタイプのライザーカード側 

八ードウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後) 

「Advanced」—「Reset Config DataJ—rYes」 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Exit Saving Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit」 一 「Exit Discarding Changes」 また H：rDisca「d Changes」 


BIOS の設定をデフォルトの設定に戻す(出荷時の設定とは異なる場合があります) 

「Exit」 一 「Load Setup Defaults」 

現在の設定をユーザー定義の設定として保存する 

「Exit」 一 「Save Custom Defaults」 

ユーザー定義の設定を□ー ドする 

「Exit」 一 「Load Custom Deraults」 
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パラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニュー 

• Advanced メニュー 

• Security メニュー 

• Server メニュー 

• Boot メニュー 

• Exit メニュー 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定がで 
きます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、出荷時の設定を 
説明をします。 

Main 

SETUP を起動すると、まずはじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がつい 
ているメニューは、選択して <Enten> キーを押すとサブメニューが表示されます。 


BIOS Setup Utility 

|^l Main 


System Time: 

System Date: 

[16:45:51] 

[Wed 1CV19/2001] 



Floppy A: 

[L44a.25/1.2MB 3V2'1 



Hard Disk Pre-Delay: 

[Disabled] 



卜 Primary IDE Master: 

卜 Primary IDE Slave: 

卜 Secondary IDE Master: 
►Processor Settings 

[SAMSUNG CD-ROM SN-12] 

[Not Installed] 



Language 

[English(US)] 

ゼ - 

CycleTime Value 



Enter Select Time Field 

< —— > Select Menu 



T 1 

F9 

Select Item 

Setup Defaults 



F10 

Save and Exit 



ESC 

Exit 


Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 
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項目 

パラメータ 

説 明 

System Time 

HH : MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM / DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Floppy A 

Not Installed 
[1.44.1.25 MB / 

1.2 MB 3 V 2 "] 
2.88 MB 3 V 2 " 

フロッピーディスクドライブ A (標準装備)の 
設定をします。 

Hard Disk Pre-Delay 

[ Disabled ] 

3 seconds 

6 seconds 

9 seconds 

12 seconds 

15 seconds 

21 seconds 

30 seconds 

POST 中に初めて IDE デバイスへアクセスす 
る時に設定された時間だけ待ち合わせを行い 
ます。 

Primary IDE Master / 

Primary IDE Slave / 
Secondary IDE Master 


それぞれのチャネルに接続されているデバイ 
スの情報をサブメニューで表示します。 

一部設定を変更できる項目がありますが、 

出荷時の設定のままにしておいてください。 

Processor Settings 

— 

プロセッサ ( CPU ) に関する情報や設定をする 

し 3 门 guage 

[ English ( US )] 

Espanol ( SP ) 

Deutsch ( DE ) 

Italiano ( IT ) 

Fra 门 cais ( FR ) 

SETUP で表示する言語を選択します。 


]: 出荷時の設定 













Processor Settings 

Main メニューで 「Processor Settings」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Processor POST Speed 
Setting 

— 

POST 時に測定されたプ□セッサのクロック 
スピードを表示します（表示のみ）。 

Processor Retest 

[ Disabled ] 

Enabled 

プロセッサの エラー 情報をクリアし、次回起 
動時にすべてのプロセッサに対してテストを 
行います。このオプションは次回起動時に自 
動的に 「 Disabled 」 に切り替わります。 

Hyper-Threading ( TM ) 

Disabled 

[ Enabled ] 

プ□セッサの Hyper-Threading 

Techn 010 gy TM の有効/無効を設定します。 

Processor 1 CPU ID 

数値 （ OFxx ) 
Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプロセッサ1の ID を示します。 
「 Disabled 」 はプロセッサの故障 、 「Not 
Installed 」 は取り付けられていないことを示 
します(表示のみ)。 

Processor 1 L 2 Cache 

— 

プロセッサ1のキャッシュサイズを表示しま 
す(表示のみ）。 

Processor 2 CPU ID 

数値 （ OFxx ) 
Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプロセッサ2の ID を示します。 
「 Disabled 」 はプ□セッサの故障 、 「Not 
Installed 」 は取り付けられていないことを示 
します(表示のみ)。 

Processor 2 L 2 Cache 

— 

プロセッサ2のキャッシュサイズを表示しま 
す。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを 「 Advanced 」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 


項目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Ente 「> キーを押すとサブメニューが表 
示されます。 


BIOS Setup Utility 


Setup Warning 

Setting items on this screen to incorrect values 
may cause your system to malfunction! 


►PCI Configuration 
卜 Peripheral Configuration 
^Memory Configuration 
卜 Advanced Chipset Control 
Boot-time Diagnostic Screen: 
Reset Config Data: 

Numlock: 


[Disabled] 

[No] 

[Off] 


Additional setup menus 
to configure PCI 
devices. 


< —— > Select Menu 
T i Select Item 
F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 
ESC Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[ Disabled ] 

Enabled 

「 Enabled 」 に設定すると、 POST の内容を 
画面に表示します。 「 Disabled 」 に設定すると 
NEC ロゴで POST の表示を隠します。 
Console Redirection 中は 「 Disabled 」 に設定 
できません。 

Reset Config Data 

[ No ] 

Yes 

Configuration Data ( POST で記憶している 
システム情報）をクリアするときは 「 Yes 」 に 
設定します。装置の起動後にこのパラメータ 
は 「 No 」 に切り替わります。 

Numlock 

[ Off ] 

On 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 
定します。 


[]： 出荷時の設定 


M -〇 Reset Config Data を 「 Yes 」 に設定すると、ブートデバイスの情報もクリアされます。 

Reset Config Data を 「 Yes 」 に設定する前に、必ず設定されているブートデバイスの順 
香を記録し 、 Exit Saving Changes で再起動後、巳 IOS セットアップメニューを起動し 
て、ブートデバイスの順番を設定し直してください。 
















PCI Configuration 

Advanced メニューで 「PCI 〇〇响911「31:1〇门」を選択すると、以下の画面が表示されます。そ 
れぞれを選択するとサブメニューが表示されます。 



項 目 

パラメータ 

説 明 

PCI Slot IB ROM * 

[ Enabled ] 

Disabled 

フルハイトタイプのライザーカードに接続 
している PCI ボード上のオプション ROM の展 
開を有効にするか無効にするがを設定しま 
す。 

PCI Slot 1 C ROM * 

[ Enabled ] 

Disabled 

ロープ□ファイルタイプのライザーカード 
に接続している PCI ボード上のオプション 
ROM の展開を有効にするか無効にするかを 
設定します。 


[]： 出荷時の設定 


* ネットワークブートをさせない LAN ボードのオプション ROM は 「 Disabled 」 に設定してください。 

取り付けたディスクアレイコントローラボードに〇 S がインストールされているハードディスクを接 
続する際にはそのス□ットを 「 Enabled 」 に設定してください。 
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Onboard NIC 1 /Onboard NIC 2 サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説 明 

Onboard NIC 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□ーラの有効/無 
効を設定します。 

Onboard NIC 1 ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□ーラの BIOS の 
展開の有効/無効を設定します。 

Onboard NIC 2 ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□ーラ2の BIOS 
の展開の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


Onboard SCSI サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説 明 

Onboard SCSI 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の SCSI コント□—ラの有効/無 
効を設定します。 

Onboard SCSI ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の SCSI コント□—ラの BIOS の 
展開の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


Onboard Video サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説 明 

Onboard Video 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上のビデオコントローラの有効/ 
無効を設定します。 


]： 出荷時の設定 


















Peripheral Configuration 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration 」 を選択すると以下の画面が表示されま 
す0 



項目については次の表を参照してください。 


n -〇 割り込みやベース I / O アドレスが他と重複しないように注意してください。設定した値が他 
のリソースで使用されている場合は黄色の r * 」が表示されます。黄色の r * 」が表示されて 
いる項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Serial Port 1 ( DB -9) Address 

Disabled 

[3 F 8] 

2 F 8 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート 1 のためのペース1/〇アドレス 
を設定します。 

Serial Port 1( DB -9) IRQ 

[4] 

3 

シリアルポート1のための割り込みを設定し 
ます。 

Serial Port 2 ( RJ 45) Address 

Disabled 

3 F 8 

[2 F 8] 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート2のためのベース1/〇アドレス 
を設定します。 

Serial Port 2( RJ 45) IRQ 

4 

[3] 

シリアルポート2のための割り込みを設定し 
ます。 

Legacy USB Support 

Disabled 

Keyboard Only 
[ Auto ] 

Keyboard and Mouse 

USB を正式にサボートしていない〇 S でも 

USB キーボードやマウスが使用できるよラに 
するかどうかを設定します。 

「 Disabled 」 に設定した場合は、 POST 、 
SETUP で USB キーボードは使用できます 
が、〇 S boot 後は〇 S によっては使用できま 
せん。 

PS /2 Mouse Support 

Disabled 

[ Enabled ] 

マウスの有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Memory Configuration 

Advanced メニューで 「Memory 〇〇响9ば31:1〇门」を選択すると、以下の画面が表示されます。 


BIOS Setup Utility 



Memory Configuration 




Extended Memory Test: 

[Disabled] 



Bank #1: 

Bank #1: 

[Installed] 

[Installed] 



Bank 招： 

[Not Installed] 



Memory Test: 

[Disabled] 

< - > 

T 1 

Select Menu 

Select Item 



Enter 

F9 

F10 

_ Select Sub-Menu 
Setup Defaults 



Save and Exit 

Exit 

ESC 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Extended Memory Test 

1 MB 

1 KB 

Every-Location 

[ Disabled ] 

r 1 MB 」 は 1 M 単位にメモリテストを行いま 
す。 「1 KB 」 は 1 K 単位にメモリテストを行い 
ます。 「 Every - Location 」 はすべてのメモリ 
メモリテスト中はスぺースキーのみ有効にな 
り、 < F 2>、< F 4>、< F 12>、< Esc > キーは 
無視されます。 

DIMM Bank # 1-#3 

Installed 

Disabled 

Not Installed 

メモリの現在の状態を表示します。 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「 Disabled 」 は故障していることを、 

「Not Installed 」 はメモリが取り付けられてい 
ないことを示します(表示のみ)。 

Bank #1は DIMM ソケットの# 1 A 、#1 B を、 
Bank #2 は# 2 A 、#2 B ' Bank #3 は# 3 A 、 
#3 B に搭載されている DIMM の状態を表しま 
す（本装置に搭載される DIMM はインター 
リープタイプのため2枚で1組として構成さ 
れています）。 

Memory Retest 

[ Disabled ] 

Enabled 

メモリのエラー情報をクリアし、次回起動時 
にすベての DIMM に対してテストを行いま 
す。このオプションは次回起動後に自動的に 
「 Disabled 」 に切り替わります。 


]： 出荷時の設定 















Advanced Chipset Control 

Advanced メニューで 「Advanced Chipset Control 」 を選択すると、以下の画面が表示され 
ます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択してく Enter 〉 キーを押すとサブメ 
ニューが表示されます。 


BIOS Setup Utility 

Advanced 


Advanced ChipsetControll 


Legacy Wake only 

Deter mi nes the action 

Wake On Ring: 

[Disabled] 

of the system when the 

Wake On LAN: 

WakeOnPME: 

[Disabled] 

[Disabled] 

system power is off 
and the modem is 

Wake On RTC Alarm: 

[Disabled] 

ringing. 



< — > 

Select Menu 



个丄 

Select Item 



Enter 

F9 

FID 

Select Sub-Menu 
Setup Defaults 



Save and Exit 



ESC 

Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモートパ 
ワーオン機能の有効/無効を設定します。 

Wake On LAN/PME PCI-XB 

[ Disabled ] 

Enabled 

標準装備のネットワークまたはフルハイト 

PCI ライザーカードに接続された PCI デバイ 
ス (PCI Power Management Enabled するイ 
ンベント）によるリモートパワーオン機能の 
有効/無効を設定します。 

Wake On PME PCI-XC 

[ Disabled ] 

Enabled 

□ —プ□ファイル PCI ライザーカードに接続 
された PCI デバイス （PCI Power 
Management Enabled するインベント）によ 
るリモートパワーオン機能の有効/無効を設 
定します。 

Wake On RTC Alarm 

[ Disabled ] 

Enabled 

リアルタイムクロックのアラーム機能を使つ 
たリモートパワーオン機能の有効/無効を設 
定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Security 

力ーソルを「 Security」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 


I H -〇 この項目の中で 、 「Power Switch Inhibit 」 以外のパラメータは変更しないでくださし、。 
誤つて設定を変更してしまつた場合、装置の動作が保証できなくなります。 


BIOS Setup Utility 
Security 


User Password is: 

[Installed] 

Administrator Password is: 

[Installed] 

卜 Set Admin Password 
齡 Set User Password 

Password On Boot: 

[Disabled] 

Fixed Disk Boot Sector: 

Scure Mode Timer: 

Security Hot Key CTRL-ALT-: 

[None] 

[1 Minute] 

[L] 

Secure Mode Boot: 

[Disabled] 

Video Blanking: 

[Disabled] 

Power Switch Inhibit: 

Diskette Write Protect: 

[Disabled] 

[Disabled] 


Administrator Password 
controles access to the 
setup utility. 


T 丄 

Enter 

F9 

F10 

ESC 


Select Menu 
Select Item 
Select Sub-Menu 
Setup Defaults 
Save and Exit 
Exit 


各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Power Switch Inhibit 

[ Disabled ] 

Enabled 

POWER スイッチの機能の有効/無効を設定 
します。 「 Enabled 」 に設定すると、 0 S の起 
動後は P 〇 WER スイッチで電源を〇 FF できな 
くなります。（強制シャットダウン (POWER 
スイッチを4秒以上押して強制的にシャット 
ダウンさせる機能)も含む。） 


]： 出荷時の設定 














Server 

カーソルを「 ServerJ の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。 



Serve 「メニューで設定できる項目とその機能を示します。 「System Management」 と 
「Console Redirection」、「Event Log Configuration」 は選択後、く Enter〉 キーを押してサ 
ブメニューを表示させてから設定します。 

各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Assert NMI on PERR 

[ Disabled ] 

Enabled 

PCI PERR のサボートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI SERR のサボートを設定します。 

FRB -2 Policy 

[Disable BSP ] 

Do not Disable BSP 
Retry 3 Times 
Disable FRB 2 Timer 

「Disable BSP 」 に設定してください。 

BMC IRQ 

Disabled 

IRQ 5 
[IRQ 11] 

BMC 割り込みの IRQ を設定します。 

AC-Link 

Stays Off 
[Last State ] 

Power On 

AC - LINK 機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設定します(次ページの表参照)。 

Temperature Sensor 

[ Disabled ] 

Enabled 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。有効に設定すると、温度の異常を検出し 
た場合に POST の終わりでいつたん停止しま 
す。 


[]： 出荷時の設定 
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項目 

パラメータ 

説 明 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中にエラーが発生した際に、 
POST の終わりで POST をいったん停止する 
かどうがを設定します。但しキーボードが接 
続されていない場合には本設定は無効にな 
り、エラーが発生しても P 〇 ST の終わりで 
いったん停止はしません。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[ Enabled ] 

ペースボードマネージメントコントローラ 
( BMC ) の通報機能が有効に設定されている 
場合、その機能を無効にします。無効に設定 
されている場合は、意味を持ちません。 

Boot Monitoring 

[ Disabled ] 

5 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 

55 minutes 

60 minutes 

起動時のブート監視の機能の有効/無効と夕 
イマ設定時間を設定します。 

この機能を使用する場合は、 ESMPRO / 
ServerAgent をインストールしてください。 
ESMPR 〇 / ServerAgent をインストールして 
しゾよい〇 S から起動する場合には、この機能 
を無効にしてください。 

ARCServe で Disaster Recovery Option を 
使用の場合は、 「 Disable 」 にしてください。 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times ] 
Retry Service Boot 
Always Reset 

ブート監視時にタイムアウトが発生した場合 
の処理を設定します。 

[Retry 3 times ] に設定するとタイムアウト 
発生後にシステムをリセットし、〇 S ブート 
を3回までリトライします。3回目にプート 
を失敗すると、サービスパーティシヨン*が 
らブートを試みます 。 [Retry Service Boot ] 

に設定するとタイムアウト発生後にシステム 
をリセットし、 0 S ブートを3回までリトライ 
します。その後、サービスパーティシヨン* 
がらのブートを3回試み、3回とも失敗した 
場合は、プートを停止します 。 [Always 
Reset ] に設定するとタイムアウト発生後にシ 
ステムをリセットし、〇 S プートのリトライ 
を繰り返します。 

* システムにサービスパーティシヨンが存在 
しない場合は、システムパーティシヨンが 
ら〇 S ブートを無限に試みます。 


]: 出荷時の設定 










「AC-Link」 の設定と本装置の AC 電源が〇 FF になってから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 ( DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制シャツトダウン* 

Off 

Off 

On 


* POWER スイッチを4秒以上押し続ける操作です。強制的に電源を〇 FF にします。 
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System Management 


Serve 「メニューで 「System Management」 を選択しく Enter〉 キーを押すと、以下の画面が表 
示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Board Part Number 

— 

マザーボードの部品番号を表示します(表示 
のみ）。 

Board Serial Number 

— 

マザーボードのシリアル番号を表示します 
(表示のみ)。 

System Part Number 


本体のコードを表示します(表示のみ)。 

System Serial Number 

— 

本体のシリアル番号を表示します（表示の 

み)〇 

Chassis Part Number 

— 

シャーシの部品番号を表示します（表示の 

み )0 

Chassis Serial Number 

— 

シャーシのシリアル番号を表示します（表示 
のみ）。 

BIOS Version 

— 

BIOS のバージョンを表示します(表示のみ)。 

BMC Device ID 

— 

BMC(Baseboard Management Controller ) 

のデバイス ID を表示します（表示のみ）。 

BMC Firmware Revision 

— 

BMC(Baseboard Management Controller ) 

のレビジョンを表示します（表示のみ）。 

BMC Device Revision 

— 

BMC デバイスのレビジョンを表示します(表 
示のみ）。 

PIA Revision 

— 

PIA (Platform Information Area ) のレビジョ 
ンを表示します(表示のみ）。 

SDR Revision 

— 

SDR (Sensor Data Record ) のレビジョンを 
表示します(表示のみ)。 

HSBP Revision 

— 

HSBP ( Hot-Swap BackPlane ) ボードのレビ 
ジョンを表示します(表示のみ)。 
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Console Redirection 

Serve 「メニューで 「Console 1^〇^比〇门」を選択し<巳巾6「>キーを押すと、以下の画面が表 
示されます。 


BIOS Setup Utility 



Console Redirection 


If enabled, BIOS uses 
the specified serial 

BIOS Redirection Port: 

[Disabled] 

port to redi rect the 

ACPI Redirection: 

[Disabled] 

console to a remote 

Baud Rate: 

Flow Control: 

[19.2K] 

ANSI terminal. 

[CTS/RTS] 

E nabli ng this option 

Termianl Type: 

[VT100+] 

disables Quiet Boot. 

Serial Port Connector: 

[Serial B/EMP] 

< —— > Select Menu 

T i Select Item 

Enter Select Sub-Menu 

F9 Setup Defaults 

F10 Save and Exit 

ESC Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

BIOS Redirection Port 

[Disabled] 

Serial Port 1(DB-9) 
Serial Port 2(RJ45) 

このメニューで設定したシリアルポートから 
MWA やハイパーターミナルを使った管理端 
末からのダイレクト接続を有効にするか無効 
にするかを設定します。 

ACPI Redirection Port 

[Disabled] 

Serial Port KDB-9) 
Serial Port 2(RJ45) 

〇 S 動作中に ACPI コンソールを接続するシリ 
アルポートを設定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2k] 

57.6k 

115.2k 

接続する HW コンソールとのインタフェース 
に使用するボーレートを設定します。 

Flow Control 

No flow control 
[CTS/RTS] 
XON/XOFF 
CTS/RTS+CD 

フロー制御の方法を設定します。 

Terminal Type 

[VT100+] 

VT-UTF8 

PC ANSI 

HW コンソールタイプを選択します。 

Serial Port Connector 

Serial A 
[Serial B/EMP] 

前面/背面のシリアルポート (RJ45) を Serial 

A と Serial B/EMP のどちらで使用するかを 
選択します。 
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Event Log Configuration 


Serve 「メニューで 「Event Log 0 〇响 9111 ^: 1 〇门」を選択し<巳 1 ^ 6 「>キーを押すと、以下の画面 
が表示されます。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Clear All Event Logs 

[No] 

Yes 

システムの再起動後に DMI イベントログを 
クリアします。 
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Boot 

力ーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設定する Boot メニューが表示されま 
す。 Boot メニューで設定できる項目とその機能を示します 。 「Boot Device P 「 io 「 ity」t 
「Hard Drive」、「Removable Devices」、「ATAPI CDROM Drives 」 は選択後、く Enter 〉 キー 
を押してサブメニューを表示させてから設定します。 



BIOS Setup Utility 












Boot Device Priority 

ブート順位を設定します。システムは起動時にこのサブメニューで設定した優先順位に従っ 
てデバイスをサーチし、起動ソフトウェアを見つけるとそのソフトウェアで起動します。 

< t >キー/< I >キーでデバイスを選択し、 <十> キー/<_>キーでブートの優先順位を変更で 
きます。 

M-O • 保守•管理ツールを起動する場合は 、 「ATAPI CD-ROM Drive 」 を 「1 st Boot 
Device 」 に 、 「Removable Devices 」 を 「2 nd Boot Device 」 に設定してください。 

• NICl 、 NIC 2 を同ーネットワーク環境に接続した状態で PXE ブートを行うと 
Slot 0339から PXE ブートを行うため、 Slot 0339 のブート順位を Slot 0338 より 
上位設定してください 

• ディスクの取り付け/取り外しを行い、ディスク構成が変わった場合には 、 Boot 
Device Priority の設定は工場出荷時の設定に戻ります。再度設定をしてください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

1st Boot Device 

ATAPI CD-ROM 

CD-ROM ドライブがらの起動を試みます。 

2nd Boot Device 

Removable Devices 

リムーノ \'プルメディアデバイスからの起動を 
試みます。 

3rd Boot Device 

Hard Drive 

ハードディスクからの起動を試みます。 

4th Boot Device 

IBA 1.1.05 Slot0339 

LAN ポート 1 のネットワーク上のデバイスが 
らの起動を試みます (PXE ブート）。 

5th Boot Device 

IBA 1.1.05 Slot0338 

LAN ポート 2 のネットワーク上のデバイスか 
らの起動を試みます (PXE ブート）。 
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Hard Disk 

接続されているハードディスク内でのブート順位を設定します。システムは起動時にこのサ 
ブメニューで設定した優先順位に従ってハードディスクをサーチし、起動ソフトウェアを見 
つけるとそのソフトウェアで起動します。 


< t >キー/< I >キーでデバイスを選択し、 <十〉 キー/<_>キーでブートの優先順位を変更で 
きます。 


項目 

説 明 

1.Drive #1( またはドライブ名） 

rOther bootable cards 」 には、 BIOS プート機構を介したシステム 
BIOS からの情報に含まれていないデバイスも含まれます。デバイ 
スには、ブータプルではないものや対応していないデバイスなども 
含まれているので注意してください。 

2. Other bootable cards 
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Removable Devices 

システムに接続されているリムーバブルデバイスの中からブートさせるデバイスを選択しま 
す。システムは起動時にこのサブメニューで設定したデバイスをサーチし、起動ソフトウェ 
アを見つけるとそのソフトウェアで起動します。 


<! >キー/< I >キーでデバイスを選択します。 


項目 

説 明 

システムに接続されている 
デバイスをリストアップし 
ます 

リストから 1 つを選択します。リストには、 1.44MB タイプが 
120MB タイプのフロッピーディスクドライプが表示されます。 
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ATAPI CDROM Drives 

システムに接続されている CD - ROM ドライブの中からブートさせるデバイスを選択します。 
システムは起動時にこのサブメニューで設定したデバイスをサーチし、起動ソフトウェアを 
見つけるとそのソフトウェアで起動します。 


<! >キー/<丨 >キーでデバイスを選択します。 


項目 

説 明 

システムに接続されている 
デバイスをリストアップし 
ます。 

リストから 1 つを選択します。リストには 、 ATAPI CD-ROM 
ドライプが表示されます。 











Exit 

カーソルを 「Exit」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューの各オプションについて以下に説明します。 

Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時に、こ 
の項目を選択し ます。 Exit Saving Changes を選択すると、確認画面が表示され ます。 
ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存して SETUP 
を終了し、自動的にシステムを再起動し ます。 

Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせたい時 
に、この項目を選択します。 

「Yes」 を選択すると変更した内容を CMOS 内に保存しないで SETUP を終了し、自動的にシス 
テムを再起動します。 

Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します。 Load Setup 
Defaults を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選択すると、 SETUP のすベての値をデフォルト値に戻し、 Exit メニューに 
戻ります。 「No」 を選択すると Exit メニューに戻ります。 

Load Custom Defaults 

このメニューを選択してく Ente「> キーを押すと、保存しているカスタムデフォルト値を□一 
ドします。 

Save Custom Defaults 

このメニューを選択してく Ente「> キーを押すと、現在設定しているパラメータをカスタムデフ ォ 
ルト値として保存します。保存されると、 Load Custum Defaults メニューが現れます。 

Discard Changes 

CMOS に値を保存する前に今回の変更を以前の値に戻したい場合は、この項目を選択しま 
す。 Discard Changes を選択すると確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、以前の内容に戻ります。 
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CMOS • パスワードのクリア 


本体の CMOS に保存されている内容をクリアする場合は、ここで説明する方法でクリアする 
ことができます。 

また、万一、 SETUP でパスワードを登録し、忘れてしまったときなども同様の方法でパス 
ワードをクリアすることができます。 


I VI-O CMOS の内容をクリアすると SETUP の設定内容がすべて出荷時の設定に戻ります。 

CM 〇 S/ パスワードのクリアはマザーボード上のコンフィグレーションジャンパスイッチを 
操作して行います。ジャンパスイッチは下図の位置にあります。 

11|-〇 その他のジャンパの設定は変更しないでください。本体の故障や誤動作の原因となります。 
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それぞれの内容をクリアする方法を次に示します。 





A A 

€ 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは 、 iii 
ページ以降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウム電池を取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


A 注意 

A 0 

A 魚 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。 
詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧ください。 

• —人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 



シ 

ス 


I 


拡 

張 

と 


コ 


ン 

フ 

イ 

グ 

レ 

I 

シ 

B 


ン 


1. 144ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （150 ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外す （ 151ページ参照)。 

4. クリアしたい機能のジャンパスイッチの設定を変更する。 

I vt-ODN 

I クリップをなくさないよう注意してください。 

5. 本体を元どおりに組み立てて POWER スイッチを押す。 

POST の終了時に以下のメッセージが表示されます。 

ERROR : 

0120: NVRAM Cleard by Jumper 

Press < F 1> to Resume , Press < F 2> to run SETUP 

6 . < F 2> キーを押して、 SETUP ユーティリティを起動する。 

7. 「 Exit 」 メニューから 「Exit Saving Changes 」 を選択し、 「 Yes 」 を選択する。 
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8 . 「Turn off power and reinstall the jumper in Normal mode positi 〇 n.」 とし、ラメ ツセージ、が、表示 
されるまで待つ。 

9. システムの電源を〇 FF にする。 

10. ジャンパスイッチの設定を元に戻した後、もう一度電源を〇 N にして BIOS SETUP ユーティリティ 
を使って設定し直す。 


割り込みライン 


割り込みラインは、出荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設するとき 
などに参考にしてください。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コントローラ） 

〇 

システムタイマ 

12 

マウス 

1 

キーボード 

13 

数値演算プロセッサ 

2 

— 

14 

プライマリ IDE 

3 

COM2 シリアルポート 

15 

セカンダリ IDE 

4 

C0M1 シリアルポート 

16 

USB 

5 

PCI 

17 

VGA 

6 

フロッピーディスク 

18 


7 

PCI 

19 

USB 

8 

リアルタイムクロック 

30 

LAN1 

9 

ACPI Compliant System 

31 

LAN2 

10 

PCI 

49 

Adaptec SCSI 

11 

PCI 

50 

Adaptec SCSI 
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SCSI BIOS コンフイクレーシヨン 

「SCSISe/ecd ユーティリティはマザーボード上の SCSI コントローラ（またはオプションボード上の SCSI コ 
ントローラ）に対して各種設定を行ラためのユーティリティで、起動には特殊な起動ディスクなどを使用せ 
ずに、 POST の実行中に簡単なキー操作から起動することができます。 


リテイの 用途 


SCSISe/ect ユーティリティは、主に接続される SCSI 機器(本装置では DISK 増設筐体)との転 
送速度の設定を行ラ場合に使用します。 



SCSI のコンフィグレーションは SCSI コント□ーラ単位に個別にユーティリティを起 
動して設定しなければなりません。本体内には SCSI コント□ーラが1つ搭載されてい 
ます。 

本体には、最新のバージョンの SCSI Se / ect ユーティリティがインス I -ールされていま 
す。このため設定画面が本書で説明している内容と異なる場合があります。本書と異な 
る設定項目については、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い合わ 
せてください。 


SCSISe/ect ユーティリティの起動から終了までの方法を次に示します。起動や操作は 
「MWA」 を使ったリモートコンソールか6行います (5 章参照)。 

1. 本体の電源を ON にする。 

POST 実行中の画面の途中で次のメッセージを表示します。 


搭載している SCSI コント□ーラの数だけ表示されます。 


Adaptec AIC-7899 SCSI BIOS Build v 2.57813 
(c) 2000 Adaptec, Inc. All Rights Reserved 

4 4^ Press <Ctrl> <A> for SCSISelect(TM) Utility ! 卜卜卜 

2. < Ctrl > キーを押しながら < A > キーを押す。 

SCSISe / e “ ユーティリティが起動し、 「 Main 」 メニューを表示します。 
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3. 力ーソルキーを使って 「 Bus : Device 」 ボックス内の「〇4:〇7:八」または「〇 4:07: B 」 を選択して 
< Ente 「> キーを押す。 


You have an AIC-7899 
SCSI Controller in vour system. Move 
the cursor to the Bus:Channel to 
be configured and press く Enter〉. 


- Bus:Device:Channel —— 

04:07:A 

04:07:B 


<F5> - Toggle color/monochrome 


マザーボードの SCSI コントローラにはチャネルが 2 つあります。チャネル A (◦ル〇 7: A ) は Ultra 16〇 
SCSI コネクタ（外部 SCSI ( Wide ) コネクタ用）を、チャネル B (04:07: B ) は Ultra 160 SCSI コネク 
夕（八ードディスク用）を示します。 

選択すると、「〇 ptions 」 メニューを表示します。 

4. オプションからメニューを選択してく Enter > キーを押す。 

- Options - 


Conngure/View Host Adapter Settings 


SCSI Disk Utilities 


アダプタ（選択したチヤネル)やチヤネルに接続されているデバイスに対して設定したいときは、 
rConfigure/View Host Adapter Settings 」 を選択します 0 

選択したチヤネルに接続されたハードディスクのフォーマツトやべリファイ、およびチヤネルに 
接続されたデバイスの SCSI ID などを知りたいときは 、 「SCSI Disk Utilities 」 を選択します。 

詳しい内容については以降の説明を参照してください。 


Conrigure/View Host Adapter Settings 


設定するチャネルを選択後に表示される 「Options」 メニューで 「Configure/View Host 
Adapter Settings」 を選択すると画面が表示されます。 


- Configuration - 

SCSI Bus Interface Definitions 

Host Adapter SCSI ID.7 

SCSI Parity Checking.Enabled 

Host Adapter SCSI Termination.Enabled 

Additional Options 

Boot Device Options.Press く Enter 〉 

SCSI Device Configuration.Press く Enter 〉 

Advanced Configuration Options.Press く Enter> 


<F6> - Reset to Host Adapter Defaults 


次にメニューとパラメータを説明します。ここでの説明を参照して最適な状態に設定してく 
ださい。 
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SCSI Bus Interface Definitions 

「SCSI Bus Interface Definitions」 にある 3 つの項目は、キーポードの力ーソル (< I >キー/ 
<t> キー）で項目を選択してから、 <Ente「> キーを押して変更する項目を決定します。パラ 
メータの選択はカーソル(<丨>キー/く丨〉キー）を使用します。それぞれの機能とパラメータ 
は次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

Host Adapter SCSI ID 

〇〜 [7] 〜 15 

「7」に設定してください。 

SCSI Parity Checking 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Host Adapter SCSI 
Termination 

[ Enabled ] 

Disabled 

終端抵抗の有効/無効を設定します。 
「 Enabled 」 に設定してください。 
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Additional Options 

「Additional 〇 ptions」 にある 3つの項目はキーボードの力ーソル (< I >キー/く个 >キー ） で項 
目を選択して から、 <Ente「> キーを押す と それぞれのサブメニューが表示され ます。 サブメ 
ニューに ある 項目はキーボードのカーソル (< 丨 >キー/< t >キー） で 項目を選択して から、 
<Ente「> キーを押して変更す る 項目を決定し ます。 パラメータの選択はカーソル (< 丨 >キー/ 
<个>キー）を使用し ます。 

• Boot Device Options 

「Boot Device 〇 ptions」 に力ーソルを合わせてく Enter〉 キーを押すと次のような表示に 
変わります。 

- Boot Device Configuration - 

Select SCSI peripheral irom which to boot. 

To view peripheral by ID# select "SCSI Disk Utilities" from previous menu. 

Boot Channel.A First 

Boot SCSI ID .0 

_Options Listed Below Have NO EFFECT if MULTI LUN Support Is Disabled _ 

Boot LUN Number .0 


メニュー内の機能とパラメータは次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

Boot Channel 

[A First ] 

B First 

「A First 」 に設定してください。 

Boot SCSI ID 

[〇]〜 15 

「◦」に設定してください。 

Boot LUN Number 

[〇卜 7 

「〇」に設定してください。 


[]： 出荷時の設定 


システムの拡張とコンフイグレ—シヨン 
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• SCSI Device Configuration 


「SCSI Device Configuration」 に力ーソルを合わせてく Enter〉 キーを押すと次のような表 
示に変わります。 








SCSI Device ID 

#0 

#1 

#2 

#3 

#4 

#5 

#6 

#7 

Sync Transfer Rate (MB/Sec) ■■- 

■- 160 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

Initiate Wide Negotiation. 

■ ■ Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Enable Disconnection. 

■ ■ Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Send Start Unit Command. 

■ - Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

OntinriQ 1 RaI nw Haw a NO F FFFPT if RIO^ iQ niQ^hl^rl 



Enable Write Back Cache. N/C N/C N/C N/C N/C N/C 

N/C 

N/C 

BIOS Multiple LUN Support ■… 

■- No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

Include in BIOS Scan . 

■- Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

SCSI Device ID 

#8 

#9 

#10 

#11 

#12 

#13 

#14 

#15 

Sync Transfer Rate (MB/Sec) ■ ■ ■ 

■- 160 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

Initiate Wide Negotiation. 

■- Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Enable Disconnection. 

■- Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Send Start Unit Command . 

■- Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

—— Options Listed Below Have NO EFFECT if the BIOS is Disabled — 



Enable Write Back Cache. 

■- N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

BIOS Multiple LUN Support ■… 

■- No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

Include in BIOS Scan . 

■- Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 


メニュー内の機能とパラメータは次ページの表のとおりです。 

91-0 設定は各 SCSI ID ごとに行えます。ターゲットとなる装置の SCSI ID を確認してから設定 
を変更してください。 


追加したオプションの SCSI ID がわからない場合は「〇 ptions 」 メニューで 「SCSI Disk 
Utilities 」 を選択してください。しばらくすると、 SCSND と対応するデバイスの画面が表示 
されます。詳しくはこの後の 「SCSI Disk Utilities 」 を参照してください。 
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項目 


パラメータ 


機能/設定 


Sync Transfer Rate 
( MB / Sec ) 


[160] 

80.0 

53.4 

40.0 

32.0 

26.8 


20.0 

16.0 

13.4 

10.0 

ASYN 


通常は「160」に設定してください。 

(この値は接続するオプシヨンによって変 
更が必要な場合があります。 

詳しくはオプシヨンに添付の説明書を 
参照してください。 


Initiate Wide 
Negotiation 


[ Yes ] 

No 


接続した SCSI 機器が Wide SCSI に対応し 
ているときは 「 Yes 」 に設定してください。 
対応していないときは、 「 No 」 に設定して 
ください。 


Enable Disconnection 


[ Yes ] 

No 


「 Yes 」 に設定してください。 


Send Start Unit 
Command 


[ Yes ] 

No 


ハードディスクに対して使用する場合は 
「 Yes 」 に設定してください。それ以外の場 
合は、 「 No 」 に設定してください。 


Enable Write Back 
Cache 


Yes 

No 

[ N / C ] 


「 N / C 」 に設定してください。 


BIOS Multiple LUN 
Support 


Yes 

[ No ] 


「 No 」 に設定してください。 


Include in BIOS Scan 


[ Yes ] 

No 


「 Yes 」 に設定してください。 


[]： 出荷時の設定 


Advanced Configuration Options 

「Advanced Configuration Options」 に力ーソルを合わせてく Enter〉 キーを押すと次のよ 
ラな表示に変わります。 


Advanced Configuration Options - 

Reset SCSI Bus at IC Initialization .Enabled 

Display <Ctrl><A> Message During BIOS Initialization.Enabled 

Extended BIOS Translation for DOS Driver > 1 GByte.Enabled 

Verbose/Silent Mode.Verbose 

Options Listed Below Have NO EFFECT if MULTI LUN Support Is Disabled 

Host Adapter BIOS .Enabled 

Domain Validation.Enabled 

Support Removable Disks Under BIOS as Fixed Disks.Disabled 

BIOS Support for Bootable CD-ROM .Enabled 

BIOS Support for Inti3 Extensions .Enabled 


システムの拡張とコンフイグレ—シヨン 


203 
































メニュー 内の機能と パラメータは 次の表のとおりです。 


項 目 

パラメータ 

機能/設定 

Reset SCSI Bus at 

1 C Initialization 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Display < CtrlxA > 

Message During 

BIOS Initialization 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Extended BIOS 

Translation for DOS 

Driver > 1 GByte 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Verbose/Silent Mode 

[ Verbose ] 

Silent 

「 Verbose 」 に設定してください 0 

Host Adapter BIOS 

[ Enabled ] 

Disabled : NOT Scan 
Disabled : scan bus 

SCSI BIOS の有効/無効を設定します。 

次の場合を除いて 「 Enabled 」 に設定して 

ください。 

• SCSI コントローラ配下に接続された 
ハードディスク以外のコントローラ配下 
に接続したハードディスクがら〇ミを 
Boot する場合(八ードディスクが接続さ 
れていない場合は問題ありません)。 

• 拡張 ROM 空間の領域を確保する目的で 
ハードディスクが接続されていない 
SCSI コント□—ラの BIOS を 「 Disabled 」 
にすることができる。 

Domain Validation 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Support Removable 

Disks under BIOS as 

Fixed Disks 

Boot Only 

All Disks 
[ Disabled ] 

リムーバブルメディアがコント□—ルする 
オプションは AIC -78 xx BIOS によりサポー 
卜します。 

BIOS Support for 

Bootable CD-ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

BIOS Support for 

Int 13 Extension 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 


[]: 出荷時の設定 
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SCSI Disk Utilities 


SCSI Disk Utilities は選択したチャネルに接続されたデバイスをスキャンし、それぞれのデ 
バイスの情報を表示します。デバイスがハードディスクの場合は、ディスクの□—レベル 
フォーマツトやべリファイを実行することもできます。 

設定するチャネルを選択後に表示される 「Options」 メニューで 「SCSI Disk Utilities」 を選択 
すると次のよラな SCSI ID をスキャンする画面が表示されます。 


Scanning SCSI ID : 0 LUN Number : 0 


スキャン後、次のよラな SCSI ID と対応するデバイスの画面が表示されます。 

- Select SCSI Disk and press <£nter> - 


SCSI ID #0 

No device 

SCSI ID #1 

No device 

SCSI ID #2 

No device 

SCSI ID #3 

No device 

SCSI ID #4 

No device 

SCSI ID #5 

No device 

SCSI ID #6 

No device 

SCSI ID #7 

Adaptec AIC7899 

SCSI ID #8 

No device 

SCSI ID #9 

No device 

SCSI ID #10 

No device 

SCSI ID #11 

No device 

SCSI ID #12 

No device 

SCSI ID #13 

No device 

SCSI ID #14 

No device 

SCSI ID #15 

No device 


この画面でデバイスを選択して <Ente「> キーを押すとデバイスの詳細が表示されます。 
選択したデバイスがハードディスクの場合は、次のサブメニューを実行することができま 
す。 

• Format: 選択したデバイスを口ーレベルでフォーマツトします。 

• Verify Disk Media: 選択したデバイスのすべてのセクタを比較(ベリファイ）し、不 

良なセクタがあればアサインし直します。 



SCSISe/ect を終了するには、終了メッセージが表示されるまでく Esc> キーを押してください 
(設定を変更している場合は、その前に変更内容の保存を確認するメッセージが表示されま 
す。保存する （Yes) か、破棄する （No) を選択してください）。 


システムの拡張とコンフイグレ—シヨン 
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ディスクアレイ BIOS コンフィグレーシヨン 

BIOS 〇 ptions ユーティリティは、オプションの Mylex ディスクアレイコント□—ラ（以降「アレイコント 
□ーラ」と呼ぶ）に内蔵の BIOS のオプション設定をするためのソフトウェアです。 

vi-O 通常の操作では、このユーティリティを使って内部の設定を変更する必要はありません。 
出荷時の設定のまま使用することをお勧めします。 

また、設定を変更すると本装置の機能がうまく動作しなかったり、内蔵の八ードディスクの 
データを消去したりする場合がありますので、もしこのユーティリティを使って設定を切り 
替える場合はここで示す説明をよく読んでから操作してください。 


設定項目 


BIOS Options ユーティリティでは、次の設定が行えます。 

• BIOS の有効/無効の設定 

• CD-ROM からの起動の有効/無効の設定 
• インストールエリアの最大容量の設定 

I n -〇 RA 旧の設定はこの後に説明する 「RAD EzAssist 」 ユーテイリテイを使用します。 



BIOS 〇 ptions ユーティリティはシステムの電源を〇 N にした後、自動的に実行される POST 
の間に起動します。起動や操作は 「MWA」 を使ったリモートコンソールから行います (5 章参 

照)。 

1. システムの電源を〇 N にする。 

POWER ランプが点灯し、ディスプレイ装置には 「 NEC 」 ロゴが表示されます。 

2. < Esc > キーを押す 0 

自己診断プログラム 「 POST 」 の実行画面に切り替わります。 

3. 「Press < ALT - M > for BIOS options 」 と表示されたら、く Alt > キーを押しながら < M > キーを押す。 
BIOS Options ユーティリティが起動し、次の画面が表示されます。 

BIOS OPTIONS 

BIOS enabled 
CD-ROM boot disabled 
8-GB drive geometry 
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画面には 「Press < ALT - R > for RAID configuration options 」 と表示されますが、このメッ 
セージに 従ってく Alt > キーを押しながら、 く R > キーを押すとディスクアレイシステムの設定を 
するソフトウェア 「 RA 旧 EzAssist 」 が起動します(操作方法の説明は、この後の項に格納され 
ているオンラインドキュメントに記載されています）。ディスクアレイシステムの設定を変更す 
る以外の目的では使用しないでください。 

なお、 MWA を使った LAN 接続によるリモート管理時に 「RAD EzAssist 」 を起動する場合 
は、巳 IOS セットアップユーテイリテイにて Server メニューの 「Console Redirection 」 を選 
択し 、 「Serial Port Address 」 を 「 Disabled 」 に設定した後に行ってください。 

それぞれのメニューについて説明します。 

• BIOS enabled/BIOS disabled 

アレイコントローラの BIOS の有効 ( enabled )/ 無効 ( disabled ) を設定します(出荷時の設定は 
「BIOS enabled 」 です ）。 「BIOS disabled 」 に設定するとシステム内蔵のハードディスクから 
起動できなくなります。 

• CD-ROM boot enabled / CD-ROM boot disabled 

ディスクアレイ構成に組み込まれている CD - R 〇 M から起動できるようにするための設定で 
す。システムのディスクアレイには CD - R 〇 M は接続されていないため、ここでの設定は無効 
です。出荷時の設定 「 CD - R 〇 M boot disabled 」 のままにしておいてください。 

• 2 -GB drive geometry /8 -GB drive geometry 

本装置で制御できるインストールエリアの最大容量を設定します。なお、インストールエリア 
の最大容量の設定を変更するとディスク内のデータが消去されます。設定を 「8 GB Geometry 」 
から変更しないでください。 



システムの 0 S をインス!-ールできるパーティション容量の最大は 8 GB です。 RA 旧構成 
設定画面でブートドライブの領域を 8 GB 以上確保すると 0 S をインス I -ールできても、 0 S 
は起動しません。 

4. 設定を変更する場合は < Y > キーを、キャンセルするときは < N > キーを押す。 

5. 手順3の画面でく Esc > キーを押す。 

ユーティリティを終了し、 P 〇 ST を継続します。 


システムの拡張とコンフイグレ—シヨン 
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RAID コンフィグレーション 

RADEzAssist は、オプションのディスクアレイコント□—ラ（以降「アレイコントローラ」と呼ぶ）、およ 
びディスクアレイシステムを構築する本体内蔵のハードディスクに対して詳細な設定 • 制御をするための 
ソフトウェアです。 

なお、コンフィグレーション情報を変更した場合は、バックアップをとっておくことをお勧めします。 


本ユーティリティの使用制限 


通常、ディスクアレイシステムは、保守•管理ツール (5 章参照)の「メインメニュー」の「ディ 
スクアレイコンフィグレーシヨン」でセットアップし、おもに ESMPRO/ServerManagerT 
管理 • 保守します。 

本ユーティリティはオペレーティングシステムが起動しないような致命的な障害が発生した 
場合のみ使用します。 


使用上の注意 


RAID EzAssist を使用する前にお読みください。 

• RAID EzAssist に関する詳細な説明は、「保守•管理ツール CD-R 〇 M」 に格納されている 
オンラインドキュメント 「RAID EzAssist オペレーションガイド」をご覧ください。オン 
ラインドキュメントは NEC の「8番街」にも掲載されています (http://nec8.com/) 〇 

• 別のシステムなどでコンフィグレーション済みのアレイコント□ーラを使用する場合 
は、あらかじめコンフィグレーション情報をクリアしてください。 

• 本装置がサポートしている RAID 構成にしてください。 

また、パック作成時は空き容量がないようにパックの容量すべてを Logical Drive に設定 
してください。 

• コンフィグレーション情報を作成/更新したときは、コンフィグレーション情報のバック 
アップを行ってください。自動再構築が実行されるとコンフィグレーション情報が更新 
されます。このような場合は、再度コンフィグレーション情報をバックアップしてくだ 
さい。故障したハードディスクを交換してスタンバイディスクの設定を行った後、バッ 
クアップすることをお勧めします。 

• 本装置では、コンフィグレーション情報は出荷時に設定されているため、コンフィグ 
レーション情報を新規に設定する必要はありません。また、システムを初期化する場合 
は、ハードウエア構成を出荷時状態に戻し、保守•管理ツールを使用します (77 ページの 
「再セットアップ」を参照)。 

ディスクアレイ構成変更後にコンフィグレーションのバックアップを行っていないと、 
コンフィグレーション情報が破壊された場合や誤って情報を変更してしまった場合、お 
よび再インスト ー ルの際に情報を復旧することができません。コンフィグレーション情 
報が正しくないと八ードディスク内のデータは保護されず、その内容が失われてしまう 
ことがあります。 

• RAID EzAssist の起動や操作は 「MWA」 を使ったリモートコンソールから行います (5 章参 

照 ）0 
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